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はじめに 

 2024 年能登半島地震に伴って出現した，珠洲市若山町および志賀町北部における地表変

状（国際航業株式会社，2024；白濱ほか，2024；鈴木・渡辺，2024；吉田，2024）の現地調

査結果を報告する。地表変状の位置はハンディ GPS で記録し、上下方向のずれおよび横ず

れは水田や畦道などを指標として、標尺、コンベックスおよび折れ尺を用いて簡易的に計測

した（図 1〜4）。調査日は，珠洲市若山町が 2024 年 2 月 11〜12 日，志賀町北部地域が 2024

年 2 月 13 日である。 

 また、2024 年 1 月 27〜28 日に志賀町北部に４点の臨時地震観測点を設置した。志賀町北

部地域の暫定の震源決定結果を併せて報告する。 

 

珠洲市若山町の地表変状調査 

 珠洲市若山町では、地震前後の数値表層モデルや航空レーザデータの解析から、若山川に

沿って全長約 4 km、幅 100〜200 m の隆起帯が認められ（国際航業株式会社，2024；吉田，

2024）、隆起帯の中央の若山町中（なか）での現地調査結果が白濱ほか（2024）により報告

されている。これらを参照しながら、珠洲市若山町延武から上黒丸までの範囲を踏査した

（吉見・丸山，2024）。 

 

・珠洲市若山町中（なか） 

 最も大きな落差が認められた地区。水田や道路を切断して並走、雁行する複数の地表変状

が認められた（図 2、3）。地表変状の分布は東西から東北東―西南西方向。断面形態として

は、主に南側上がりの急傾斜の撓曲崖と背面につづくなだらかな南傾斜の面からなる非対

称な背斜状構造を呈し、南北方向の短縮変形によるものと解釈できる。落差に加えて横ずれ

も観察される。多くは左横ずれであるが，同様な走向でも右横ずれを示す地点も認められた。 

地点 1：一枚の水田に約 195 cm の南側上がりの落差が認められ（図 5）、隆起側では南への

傾動が長さ 150 m以上にわたって続く（図 6）。非対称な背斜状構造が形成されたような断

面形態を示す。 

地点 2：3条の並走する南側上がりの地表変状と、それに向かい合う北側上がりの地表変状

が一枚の水田や畦道に段差として現れている（図 7）。 

地点 3：一枚の水田に約 120 cm の北側上がりの落差が認められ、その 20〜30 m 南では南側

上がり 30〜35 cm の落差が生じ、両者の間の水田が水を湛えている（図 8）。北側上がりの

落差の北側では小河川を超えて北への傾動が続き、南側上がりの落差の南側では南への傾

動が見られる。 

 

・珠洲市若山町宗末（むねすえ） 

 東に流れる若山川の左岸（北岸）側の水田が北に、右岸側（南岸）の水田が南にそれぞれ

傾動している様子が水田の湛水状況から認められた（地点 4）（図 2、4、9、10）。付近の若
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山川に建設された砂防ダムに短縮変形が生じていることと合わせて、この場所では、若山川

を軸とする背斜状の変形が生じた可能性がある。この背斜軸の位置は、吉川ほか（2002）に

示された岡田背斜のそれとほぼ一致している。このすぐ東の若山川河床には、新鮮な基盤岩

（中部〜上部中新統飯塚層珪質シルト岩：吉川ほか，2002）の露出（図 11）や、河床礫と新

鮮な基盤岩が接している様子が観察できた。今回の地震に伴う背斜軸部の隆起や断層のず

れを示している可能性がある。宗末地区のさらに西に位置する珠洲市若山町上黒丸では、東

流する若山川に架かる橋の両端に圧縮痕が認められたものの、周囲は山林や耕作放棄地で

あり明瞭な地表変状は確認できなかった。 

 

・珠洲市若山町延武（のぶたけ） 

 水田や道路を切断する 3条の地表変状が報告されている地区（吉田，2024）。崖の高さが

20〜40 cm と最も高い南のトレースでは、崖に対応する畦道の撓みやアスファルト舗装道路

の段差が確認できた（地点 5）（図 2、12）。一方、崖の高さが 10 cm程度の 2 つのトレース

沿いでは、道路の割れや地盤の僅かな撓みは観察されたものの、連続的で明瞭な地表変状は

見出し難く、現地調査で検出できる限界以下の変状である可能性がある。 

 

志賀町北部の地表変状調査 

 地震断層が報告されている羽咋郡志賀町北部の富来川南岸断層沿いを調査した（図 1、図

13）（吉見・丸山，2024）。いずれの地点の地表変状も、盛土や造成地の地震時挙動として説

明でき、積極的に地震断層といえるものは認められなかった。 

 

・B 地点（鈴木・渡辺，2024） 

アスファルト舗装道路上に左ずれが確認された B 地点（鈴木・渡辺，2024）は、南の大坂山

トンネルから富来川低地に至る道路区間にあたり、道路建設前後の空中写真から同地点は

盛土であると考えられる。この左ずれを示す亀裂の南約 50 m には、同じく盛土・地山境界

部付近にあたる場所に南側（盛土側）低下の右ずれを示す亀裂も確認できる（図 14）。これ

らのことから、B 地点の地表変状は主に盛土の変状として説明できる。 

 

・A 地点（鈴木・渡辺，2024）およびその西方 

 上下変位と左ずれが報告された A 地点（鈴木・渡辺，2024）は、水田に砂を盛土して宅

地造成された場所にあたり、液状化による地盤沈下や側方流動、噴砂が生じていた。地震断

層とされた地表変状は、盛土地盤の沈下部分や流動化に伴う擁壁や柵のはらみ出しのうち

の見かけの左横ずれ部分を指している可能性がある（図 15）。この造成地内の A 地点の西方

延長部では、造成地と水田とを隔てる擁壁が造成地の外側にはらみ出して傾斜し、ガードレ

ールに見かけ上の右ずれが生じていた。 

 A 地点の約 500m 西方にある平地・山地境界部を縦断する（南北方向の）複数の道路では、
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盛土部の沈下や斜面低下側への移動に伴う亀裂が確認された。 

 A 地点の約 1.3 km 西方に位置する領家漁港から富来川を超えて北約 200m の範囲には上

下変動は認められなかった。歌仙橋の橋台背面アプローチ部の盛土の沈下は確認できたが、

橋台および橋脚天端の高さに不陸は認められなかった。 

 

 

志賀町北部における臨時地震観測 

 富来川南岸断層を囲む４地点に、2024 年 1 月 27〜28 日に臨時地震観測点を設置した。1

月 30 日に回収したデータと周辺の Hi-net の 4 観測点を用いて暫定的に震源決定を行った

（図 16）。 

 志賀町北部では、やや南東傾斜の震源分布が見られる。暫定震源決定結果に基づけば、富

来川南岸断層に沿った活動は認められない。ただし、断層南東側の速度が極めて遅いような

状況があれば（逆に北西側の速度がとても速い場合）、震源が全体に数 km 南東に移動する

可能性は残されている。速度構造を含めた詳細な検討は今後の課題である。 
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図 1 能登半島の地質と調査地位置図。青★印は 2024 年 1 月 1 日の地震の震央、青枠は図

2 の範囲（珠洲市若山町）、左下の青☓印は志賀町北部の調査地点を示す。基図は井上ほか

（2010）及び尾崎（2010）。 
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図 2 珠洲市若山町の地表変状出現地点位置図。右側の黒枠が図 3 の範囲、左側の黒枠が図

4 の範囲を示す。基図は地理院地図を用いた。 

 

 
図 3 今回の調査で観察した地表変状（若山町中）。本図の範囲を図 2 に示す。基図は国土

地理院航空写真を用いた。 

V：落差、N-up：北側上がり、S-up：南側上がり、E-up：東側上がり、L：左ずれ、R：右ず

れ、S：短縮。数字は cm、矢印は傾動方向とおおよその傾斜範囲を示す。 
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図 4 今回の調査で観察した地表変状（若山町宗末）。本図の範囲を図 2 に示す。基図は国

土地理院航空写真を用いた。 

黄色四角は新鮮な基盤の露出が認められた河床の位置を示す。矢印は傾動方向とおおよそ

の傾斜範囲を示す。 

 

 
図 5 水田に生じた南側上がりの落差（地点 1）。南東に向かって撮影。人物の身長は約 180 

cm。（若山町中） 
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図 6 南に傾斜した水田（地点 1、図 5 の南方）。北に向かって撮影。人物の身長は約 170 cm

（若山町中） 

 

 

図 7 水田や畦道に生じた 3 条の並走する南側上がりの段差（地点 2）。段差の位置を赤矢

印で示す。南に向かって撮影。（若山町中） 
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図 8 もともと一枚の水田に北側上がりの落差（左側）と南側上がりの落差（右側）が生じ、

それらの間で水を湛えている様子（地点 3）。東に向かって撮影。（若山町中） 

 

 

図 9 若山川左岸に認められた一枚の水田の北への傾動（地点 4）。水田の写真手前側が低下

し湛水している。南に向かって撮影。（若山町宗末） 
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図 10 若山川右岸に認められた水田の南への傾動（地点 4）。低下側が湛水している。北東

に向かって撮影。（若山町宗末） 

 

 

図 11 若山川河床に現れた新鮮な基盤岩（地点 4 の東）（若山町宗末） 
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図 12 アスファルト舗装道路の段差（地点 5）。段差は砂利で応急処置されている。北西に

向かって撮影。（若山町延武） 

 

 
図 13 志賀町北部における調査範囲。A 地点、B 地点の名称は鈴木・渡辺（2024）による。

左上図に拡大図範囲を桃四角で示す。基図は地理院地図。 



 

産業技術総合研究所 資料 

 

 

図 14 地山（右手奥）と盛土（左手前）の境界部に生じた右ずれ・西側低下を示す亀裂。人

物付近には鈴木・渡辺（2024）で報告された左ずれの亀裂がある。北東に向かって撮影。（志

賀町富来地頭町甲、大坂山トンネル出口より約 100 m 北） 

 

 

図 15 盛土地盤の側方流動によるとみられるはらみ出しで生じたガードレールの見かけ上

の右ずれ。北に向かって撮影。（志賀町富来地頭町甲） 
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図 16 臨時観測データを追加した暫定震源分布（1/28 11:32～1/30 8:44）。赤丸：臨時点を追

加した震源。青丸：気象庁一元化震源。■は臨時観測点、□は Hi-net 観測点位置。右図の距

離 0km が富来川南岸断層位置に対応。参考までに、Hiramatsu et al. (2019) が重力データに

基づいて推定した富来川南岸断層の傾斜角の範囲も示す。 
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